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第
だ い

１章
しょう

 この計画
けいかく

について  

１．計画
けいかく

改定
かいてい

の主旨
し ゅ し

 

① 「地域共生社会
ちいききょうせいしゃかい

」実現
じつげん

の社会
しゃかい

要請
ようせい

  

わが国
くに

では、地域
ち い き

福祉
ふ く し

の推進
すいしん

を図
はか

って、すべての住民
じゅうみん

が役割
やくわり

を持
も

ち、「支
ささ

え手
て

」

と「受
う

け手
て

」に分
わ

かれることなく支
ささ

え合
あ

いながら、自分
じ ぶ ん

らしく活躍
かつやく

できる地域
ち い き

コ

ミュニティを醸成
じょうせい

していくことが重要
じゅうよう

となっています。 

そして、地域
ち い き

コミュニティの働
はたら

きと公的
こうてき

な福祉
ふ く し

サービスが協働
きょうどう

することで、

住民
じゅうみん

が助
たす

け合
あ

いながら暮
く

らすことのできる「『我
わ

が事
こと

・丸
まる

ごと』の地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」

を実現
じつげん

していくことが喫緊
きっきん

の課題
か だ い

となっています。 

② 精華町障害者計画
せいかちょうしょうがいしゃけいかく

の改定
かいてい

 

町
ちょう

では、平成
へいせい

２４年
ねん

３月
がつ

に「精華町
せいかちょう

第
だい

２次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も健
すこ

やかで安心
あんしん

して地域
ち い き

で暮
く

らすことができるように様々
さまざま

な

支援
し え ん

を行
おこな

ってきました。策定
さくてい

より約
やく

５年
ねん

の間
あいだ

に、前述
ぜんじゅつ

したように、国内
こくない

では更
さら

に「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けた体制
たいせい

整備
せ い び

が進
すす

められています。そのような中
なか

、

町
ちょう

としても引
ひ

き続
つづ

き、「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けて障害者
しょうがいしゃ

施策
せ さ く

を推進
すいしん

す

るため、平成
へいせい

31年度
ね ん ど

を初年度とする後継
こうけい

計画
けいかく

を策定
さくてい

したものです。 

２．法的
ほうてき

根拠
こんきょ

 

○ 「精華町
せいかちょう

第
だい

2次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

【改定版
かいていばん

】」は、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

11 条
じょう

第
だい

3

項
こう

」の規定
き て い

に基
もと

づいて、地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

に策定
さくてい

義務
ぎ む

がある「市町村
しちょうそん

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」と

なるものです。 

近年
きんねん

の関連
かんれん

動向
どうこう

 

○障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
け ん り

に関
かん

するものとして、わが国
くに

は、平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

に

「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」を批准
ひじゅん

しました。 

○平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

に、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

することを目的
もくてき

とした「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の

推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（以下
い か

、「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」という。）」が施行
せ こ う

されま

した。 
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○生活
せいかつ

支援
し え ん

等
とう

に係
かか

るものとして、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの拡充
かくじゅう

等
とう

、障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

するため、平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

を改正
かいせい

し、「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

するため

の法律
ほうりつ

（以下
い か

、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」という。）」が施行
せ こ う

されました。 

○平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

には、「生活
せいかつ

」と「就労
しゅうろう

」の一層
いっそう

の充実
じゅうじつ

や障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

のニー

ズの多様化
た よ う か

へのきめ細
こま

かな対応
たいおう

等
とう

を図
はか

るため、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び

児童福祉法
じどうふくしほう

の一部
い ち ぶ

が改正
かいせい

され、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

が拡充
かくじゅう

されています。 

○ 近年
きんねん

の法
ほう

制度
せ い ど

に係
かか

る動向
どうこう

は、下表
かひょう

のとおりです。 

法
ほう

制定
せいてい

・改正
かいせい

等
とう

概
がい

要
よう

障 害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条
じょう

約
やく

の批准
ひじゅん

［平成
へいせい

26.1.20批准
ひじゅん

、平成
へいせい

26.2.19、国内
こくない

で 条
じょう

約
やく

が効 力
こうりょく

を発生
はっせい

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：障 害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条
じょう

約
やく

 

・ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の人権
じんけん

と基本
きほん

的
てき

自由
じゆう

の享 有
きょうゆう

を保障
ほしょう

し、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の固有
こゆう

の尊厳
そんげん

の

尊 重
そんちょう

を促進
そくしん

することを目的
もくてき

として、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
けんり

の実現
じつげん

のための措置
そ ち

等
とう

につ

いて定
さだ

めた 条
じょう

約
やく

です。 

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

法
ほう

の

改正
かいせい

［平成
へいせい

23.8.5公
こう

布
ふ

、施行
せこう

（一部
いちぶ

を除
のぞ

く）］  

・ 全
すべ

ての国民
こくみん

があってもなくても、お互
たが

いの人格
じんかく

や個性
こせい

が尊 重
そんちょう

し合
あ

える「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」

という表 現
ひょうげん

が使
つか

われています。 

・ 障 害
しょうがい

の定義
ていぎ

に発達
はったつ

障 害
しょうがい

が含
ふく

まれました。 

・ 障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

を 強 調
きょうちょう

しています。 

・ 差別
さべつ

の禁止
きんし

を明文化
めいぶんか

しました。 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

と児童
じ ど う

福祉
ふ く し

法
ほう

の

改正
かいせい

［平成
へいせい

28.6.3公
こう

布
ふ

（一部
いちぶ

同日
どうじつ

施行
せこう

）、平成
へいせい

24.4.1施行
せこう

］ 

・ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

の正式
せいしき

名 称
めいしょう

：障 害
しょうがい

者
しゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法
ほう

律
りつ

 

・ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの類型
るいけい

として「自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

」「就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

」が創設
そうせつ

されると

ともに、「高齢
こうれい

障 害
しょうがい

者
しゃ

の介護
かいご

保険
ほけん

サービスの円滑
えんかつ

な利用
りよう

」に係
かか

る改正
かいせい

がなされていま

す。 

・ 「障 害
しょうがい

児
じ

のサービス提 供
ていきょう

体制
たいせい

の計画
けいかく

的
てき

な構築
こうちく

（障 害
しょうがい

児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

の策定
さくてい

）」「医療
いりょう

的
てき

ケアを要
よう

する障 害
しょうがい

児
じ

に対
たい

する支援
しえん

（平成
へいせい

28.6.3施行
せこう

）」が盛
も

り込
こ

まれるとともに、「地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

への転換
てんかん

」が明記
めいき

されました。 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解 消
かいしょう

法
ほう

の制定
せいてい

［平成
へいせい

25.6.26公
こう

布
ふ

（一部
いちぶ

同日
どうじつ

施行
せこう

）、平成
へいせい

28.4.1施行
せこう

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 

・ すべての国民
こくみん

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を

尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

を

推進
すいしん

することを目的
もくてき

として制定
せいてい

されました。 

・ 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

的
てき

取 扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

等
とう

について定
さだ

めていま

す。 
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障 害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

法
ほう

［平成
へいせい

23.6.24公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

24.10.1施行
せこう

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：障 害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障 害
しょうがい

者
しゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 

・ 国
くに

が責任
せきにん

をもって、虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けた障 害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する保護
ほ ご

及
およ

び自立
じりつ

支援
しえん

や、養護者
ようごしゃ

への

支援
しえん

をとおして、障 害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

を擁護
ようご

することを目的
もくてき

としています。 

・ 市町村
しちょうそん

・都道府県
とどうふけん

に、障 害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

対応
たいおう

の窓口
まどぐち

等
とう

となる「市町村
しちょうそん

障 害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

セ

ンター」・「都道府県
とどうふけん

障害者
しょうがいしゃ

権利擁護
けんりようご

センター」としての機能
きのう

をもたせました。 

発達
はったつ

障 害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の改正
かいせい

［平成
へいせい

28.6.1公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

28.8.1施行
せこう

］ 

・ 法
ほう

施行
せこう

から 10年
ねん

が経
た

ち、乳幼児期
にゅうようじき

から高齢期
こうれいき

までの切
き

れ目
め

のない支援
しえん

が求
もと

められるこ

とや、共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた法
ほう

整備
せいび

が進
すす

んだことを踏
ふ

まえて、各種
かくしゅ

施策
せさく

に係
かか

る法
ほう

律
りつ

の全般
ぜんぱん

にわたる改正
かいせい

が 行
おこな

われました。 

・ 「発達
はったつ

障 害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

センター等
とう

」による支援
しえん

について、できるだけ身近
みぢか

な場所
ばしょ

で必要
ひつよう

な

支援
しえん

が受
う

けられるよう配慮
はいりょ

することとされています。 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

法
ほう

の制定
せいてい

［平成
へいせい

28.4.15公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

28.5.13施行
せこう

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

の促進
そくしん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 

・ 認知症
にんちしょう

や知的
ちてき

障 害
しょうがい

、その他
た

の精神
せいしん

上
じょう

の障 害
しょうがい

があることにより、財産
ざいさん

の管理
かんり

や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

に支障
ししょう

がある人
ひと

を支
ささ

える重 要
じゅうよう

な手段
しゅだん

である成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

について、その利用
りよう

の

促進
そくしん

に関
かん

する施策
せさく

を総合的
そうごうてき

かつ計画
けいかく

的
てき

に推進
すいしん

することが定
さだ

められています。 

・ 法
ほう

に基
もと

づき、平成
へいせい

29.3.24「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

促進
そくしん

基本
きほん

計画
けいかく

」が閣議
かくぎ

決定
けってい

されました。 

障 害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調 達
ちょうたつ

推進
すいしん

法
ほう

［平成
へいせい

24.6.27公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

25.4.1施行
せこう

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：国
くに

等
とう

による障 害
しょうがい

者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調 達
ちょうたつ

の推進
すいしん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 

・ 障 害
しょうがい

者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

、在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

支援
しえん

団体
だんたい

（以下
い か

「障 害
しょうがい

者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

」という。）が 供 給
きょうきゅう

する物品
ぶっぴん

等
とう

に対
たい

する需要
じゅよう

の増進
ぞうしん

等
とう

を図
はか

り、障 害
しょうがい

者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

で就 労
しゅうろう

する障 害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の自立
じりつ

を促進
そくしん

することを目的
もくてき

として制定
せいてい

されました。 

障 害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

促進
そくしん

法
ほう

の改正
かいせい

［平成
へいせい

25.6.19公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

28.4.1施行
せこう

］ 

・ 正式
せいしき

名 称
めいしょう

：障 害
しょうがい

者
しゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 

・ 「障 害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条
じょう

約
やく

」の批准
ひじゅん

に向
む

けた対応
たいおう

の一環
いっかん

として、法
ほう

改正
かいせい

し、平成
へいせい

28.4.1 に施行
せこう

されました。法
ほう

定
てい

雇用
こよう

率
りつ

の算定
さんてい

基礎
き そ

の見直
みなお

しについては、平成
へいせい

30.4.1

の施行
せこう

とされています。 

ニッポン一億
いちおく

総
そう

活躍
かつやく

プランの閣議
か く ぎ

決定
けってい

［平成
へいせい

28.6.2閣議
かくぎ

決定
けってい

］ 

・ 「一億
いちおく

総
そう

活躍
かつやく

社会
しゃかい

とは、女性
じょせい

も男性
だんせい

も、お年
とし

寄
よ

りも若者
わかもの

も、一度
いちど

失敗
しっぱい

を経験
けいけん

した方
かた

も、

障 害
しょうがい

や難 病
なんびょう

のある方
かた

も、家庭
かてい

で、地域
ちいき

で、あらゆる場
ば

で、誰
だれ

もが活躍
かつやく

できる、いわ

ば全員
ぜんいん

参加
さんか

型
がた

の社会
しゃかい

である」と位置
い ち

づける中
なか

で、障 害
しょうがい

のある人
ひと

や、難 病
なんびょう

の患者
かんじゃ

・が

ん患者
かんじゃ

等
とう

の活躍
かつやく

支援
しえん

と地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

をうたっています。 

「我
わ

が事
こと

・丸
まる

ごと」

地域
ち い き

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の

実現
じつげん

に向
む

けた社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

等
とう

の改正
かいせい

［平成
へいせい

29.6.2公
こう

布
ふ

、平成
へいせい

30.4.1施行
せこう

］ 

・ 地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

とは、制度
せいど

や分野
ぶんや

の縦割
たてわ

りや、支
ささ

え手
て

・受
う

け手
て

の関係
かんけい

を超
こ

えて、多様
たよう

な

主体
しゅたい

が「我
わ

が事
こと

」として参画
さんかく

し、人
ひと

と資源
しげん

が世代
せだい

や分野
ぶんや

を超
こ

えて「丸
まる

ごと」つながるこ

とで、住 民
じゅうみん

一人
ひとり

ひとりの暮
く

らしと生
い

きがい、地域
ちいき

を共
とも

につくっていく社会
しゃかい

です。 

・ 地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、「地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの強化
きょうか

のための介護
かいご

保険
ほけん

法
ほう

等
とう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法
ほう

律
りつ

（平成
へいせい

29.6.2公
こう

布
ふ

）」により、社会
しゃかい

福祉
ふくし

法
ほう

や障 害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

等
とう

の一部
いちぶ

改正
かいせい

が 行
おこな

われました。障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に係
かか

る改正点
かいせいてん

として、介護
かいご

保険
ほけん

と障 害
しょうがい

福祉
ふくし

制度
せいど

に新
あら

たに共 生
きょうせい

型
がた

サービスを位置
い ち

づけるなどが示
しめ

されています。 

3
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京都府
きょうとふ

障 害
しょうがい

のあ

る人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきい

きと暮
く

らしやすい

社
しゃ

会
かい

づくり条 例
じょうれい

の施行
せ こ う

［平成
へいせい

27.4.1公
こう

布
ふ

、施行
せこう

（一部
いちぶ

を除
のぞ

く）］ 

・ 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、全
すべ

ての府民
ふ み ん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることな

く、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らせる共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

すために京都府
きょうとふ

により制定
せいてい

された条例
じょうれい

です。 

・ 不利益
ふ り え き

取
とり

扱
あつか

いの禁止
き ん し

、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

、相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せ い び

、

不利益
ふ り え き

取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する助言
じょげん

、あっせん、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた施策
せ さ く

の推進
すいしん

等
とう

を示
しめ

し

ています。 

言語
げ ん ご

としての手話
し ゅ わ

の普及
ふきゅう

を進
すす

めると

ともに聞
き

こえに

障 害
しょうがい

のある人
ひと

と

ない人
ひと

が支
ささ

え合
あ

う

社
しゃ

会
かい

づくり条例
じょうれい

［平成
へいせい

30.3.12公
こう

布
ふ

、施行
せこう

］ 

・ 言語
げ ん ご

としての手話
し ゅ わ

の普及
ふきゅう

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

を選択
せんたく

す

る機会
き か い

の確保
か く ほ

を通
つう

じて、「聞
き

こえの共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

すために京都府
きょうとふ

により制定
せいてい

された条例
じょうれい

です。 

・ 「聞
き

こえの共生
きょうせい

社会
しゃかい

」を推進
すいしん

するにあたって、基本
き ほ ん

理念
り ね ん

として「手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であるとの

認識
にんしき

のもと、言語
げ ん ご

としての手話
し ゅ わ

の普及
ふきゅう

を行
おこな

うこと」、「聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

は、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の

除去
じょきょ

の実施
じ っ し

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

に配慮
はいりょ

され、可能
か の う

な限
かぎ

り、コミュニケーション手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
き か い

などが確保
か く ほ

されること」を掲
かか

げ、関係者
かんけいしゃ

の責務
せ き む

・役割
やくわり

、基本的
きほんてき

な

施策
せ さ く

の方向性
ほうこうせい

を定
さだ

めています。 
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国
くに

・京都府
きょうとふ

の計画
けいかく

 

① 第
だい

4次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

（平成
へいせい

30年度
ね ん ど

〜平成
へいせい

34年度
ね ん ど

） 

○ 障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

法
ほう

第
だい

11 条
じょう

に基
もと

づく計画
けいかく

で「政府
せ い ふ

が講
こう

ずる障害者
しょうがいしゃ

施策
せ さ く

の 最
もっと

も

基本的
きほんてき

な計画
けいかく

」です。 

（基本
きほん

理念
りねん

［計画
けいかく

の目的
もくてき

］） 

・ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、障害者
しょうがいしゃ

が、自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

のあらゆる活動
かつどう

に

参加
さ ん か

し、その能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
は っ き

して自己
じ こ

実現
じつげん

できるよう支援
し え ん

 

（基本的
きほんてき

方向
ほうこう

） 

1. 2020東京
とうきょう

パラリンピックも契機
け い き

として、社会
しゃかい

のバリア（社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

）除去
じょきょ

を

より着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

 

・ 社会
しゃかい

のあらゆる場面
ば め ん

で、アクセシビリティ向上
こうじょう

の視点
し て ん

を取
と

り入
い

れていく 

・ アクセシビリティに配慮
はいりょ

した I C T
アイシーティー

（情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

）等
とう

の新技術
しんぎじゅつ

を積極的
せっきょくてき

に 

 導入
どうにゅう

 

2. 障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条
じょう

約
やく

の理念
り ね ん

を尊重
そんちょう

し、整合
せいごう

性
せい

を確保
か く ほ

 

・ 障害者
しょうがいしゃ

施策
せ さ く

の意思決定
い し け っ て い

過程
か て い

における障害者
しょうがいしゃ

の参加
さ ん か

、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

による 

 意思決定
い し け っ て い

の支援
し え ん

 

3. 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

 

・ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の実効性
じっこうせい

確保
か く ほ

のため、各分野
かくぶんや

でハード･ソフト両面
りょうめん

から 

 差別解消
さべつかいしょう

に向
む

けた環境
かんきょう

整備
せ い び

を着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

 

4. 着実
ちゃくじつ

かつ効果的
こうかてき

な実施
じ っ し

のための成果
せ い か

指標
しひょう

を充実
じゅうじつ

 

（総論
そうろん

の主
おも

な内容
ないよう

） 

・ 当事者
とうじしゃ

本位
ほ ん い

の総合的
そうごうてき

・分野
ぶ ん や

横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

 

・ 障害
しょうがい

のある女性
じょせい

、子供
こ ど も

、高齢者
こうれいしゃ

の複合的
ふくごうてき

な困難
こんなん

や障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

したきめ細
こま

かい支援
し え ん

 

・ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や経済
けいざい

団体
だんたい

とも連携
れんけい

した社会
しゃかい

全体
ぜんたい

における取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

・ 「命
いのち

の大切
たいせつ

さ」等
とう

に関
かん

する理解
り か い

の促進
そくしん

、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

における「心
こころ

のバリアフリ

ー」の取組
とりくみ

の推進
すいしん
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（各論
かくろん

の主
おも

な内容
ないよう

） 

 1. 安全
あんぜん

・安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

 2. 情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

及
およ

び意思疎通
い し そ つ う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 3. 防災
ぼうさい

、防犯
ぼうはん

等
とう

の推進
すいしん

 

 4. 差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

、権利擁護
け ん り よ う ご

の推進
すいしん

及
およ

び虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

 

 5. 自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の支援
し え ん

・意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

の推進
すいしん

 

 6. 保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の推進
すいしん

 

 7. 行政
ぎょうせい

等
とう

における配慮
はいりょ

の充実
じゅうじつ

 

 8. 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

、経済的
けいざいてき

自立
じ り つ

の支援
し え ん

 

 9. 教育
きょういく

の振興
しんこう

 

 10. 文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

・スポーツ等
とう

の振興
しんこう

 

 11. 国際
こくさい

社会
しゃかい

での協 力
きょうりょく

・連携
れんけい

の推進
すいしん
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② 第
だい

3期
き

京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

（平成
へいせい

26～31年度
ね ん ど

） 

○ 障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

法
ほう

第
だい

11 条
じょう

第
だい

2項
こう

に基
もと

づき、国
くに

の「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」を基本
き ほ ん

として

策定
さくてい

する「都道府県
と ど う ふ け ん

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。 

○ 障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

の支援
し え ん

等
とう

のための施策
せ さ く

の総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

のため、以下
い か

の 5 つの横断的
おうだんてき

視点
し て ん

を踏
ふ

まえて、8 つの分野
ぶ ん や

からの施策
せ さ く

展開
てんかい

を図
はか

る

としています。 

（5 つの横断的
おうだんてき

視点
し て ん

） 

・ 障害者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

の尊重
そんちょう

及
およ

び意思決定
い し け っ て い

の支援
し え ん

 

・ 当事者
とうじしゃ

本位
ほ ん い

の総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

 

・ 障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

した支援
し え ん

 

・ アクセシビリティの向上
こうじょう

 

・ 総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

（8 つの分野
ぶ ん や

） 

・ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた理解
り か い

と交流
こうりゅう

の推進
すいしん

 

・ 教育
きょういく

の推進
すいしん

 

・ 生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

・ 保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

 

・ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

・ 雇用
こ よ う

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

 

・ スポーツ、文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

、レクリエーション活動
かつどう

の振興
しんこう

 

・ 暮
く

らしの安心
あんしん

・安全
あんぜん
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３．計画
けいかく

の位置
い ち

づけと計画
けいかく

期間
き か ん

 

（１）計画
けいかく

の位置
い ち

づけ 

○ 「精華町
せいかちょう

第
だい

2次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

【改定版
かいていばん

】」は、町
ちょう

のまちづくりの最上位
さいじょうい

計画
けいかく

「精華町
せいかちょう

第
だい

5次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

」の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

部門
ぶ も ん

の施策
せ さ く

を推進
すいしん

するための指針
し し ん

です。 

○ 同時
ど う じ

に策定
さくてい

した「第
だい

3次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を上位
じょうい

計画
けいかく

としつつ、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に

係
かか

る理念
り ね ん

や目標
もくひょう

を掲
かか

げて、目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けた総合的
そうごうてき

な施策
せ さ く

の体系
たいけい

を示
しめ

しま

す。 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 供 給
きょうきゅう

について、目標
もくひょう

数値
す う ち

を掲
かか

げて具体的
ぐたいてき

な整備
せ い び

を

推進
すいしん

するために策定
さくてい

する「精華町
せいかちょう

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」「精華町
せいかちょう

障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」

との整合
せいごう

を図
はか

ります。 

・ 「精華町
せいかちょう

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」は、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

第
だい

88条
じょう

第
だい

1項
こう

」の既定
き て い

に基
もと

づいて地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

に策定
さくてい

義務
ぎ む

がある「市町村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

」となるものです。 

・ 「精華町
せいかちょう

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」は、「改正
かいせい

児童
じ ど う

福祉法
ふ く し ほ う

第
だい

33条
じょう

の 20第
だい

1項
こう

」の既定
き て い

に基
もと

づいて地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

に

策定
さくてい

義務
ぎ む

がある「市町村
しちょうそん

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

」となるものです。 

○ 国
くに

の｢第
だい

4次
じ

障害者基本計画
しょうがいしゃきほんけいかく

（平成
へいせい

30～34年度
ね ん ど

）｣及
およ

び「第
だい

3期
き

京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

（平成
へいせい

26～31年度
ね ん ど

）」と整合
せいごう

を保
たも

ちつつ推進
すいしん

するものです。 

 

 

 
 

  

精華町
せいかちょう

第
だい

5次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

 

第
だい

3次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

高齢
こうれい

福祉
ふくし

 

児童
じどう

福祉
ふくし

 

健康
けんこう

増進
ぞうしん

 

等
とう

の 

各
かく

分野
ぶんや

の 

計画
けいかく

 

精華町
せいかちょう

第
だい

２次
じ

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

【改定版
かいていばん

】 
＜障 害 者

しょうがいしゃ

施策
せさく

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じこう

を定
さだ

めるもの＞

第
だい

５期
き

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

・第
だい

１期
き

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

 

＜障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの確保
かくほ

に関
かん

する事項
じこう

を定
さだ

めるもの＞

整合
せいごう

 

連携
れんけい
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（２）計画
けいかく

の期間
き か ん

 

○ 本計画
ほんけいかく

は、平成
へいせい

24（2012）年度
ね ん ど

からおおむね 10年間
ねんかん

と定
さだ

めた計画
けいかく

を、 

平成
へいせい

30（2018）年度
ね ん ど

に改
あらた

めたものであり、 

平成
へいせい

31（2019）年度
ね ん ど

から平成
へいせい

35（2023）年度
ね ん ど

 

 を計画
けいかく

期間
き か ん

とします。 
 

 

 
  

H.25 H.26 H.27 H.28 H.29 H.30 H.31 H.32 H.33 H.34 H.35

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

精華町第5次総合計画

第2次精華町地域福祉計画

半期見直し

→抜本改定のため、第3次計画として策定

精華町第2次障害者基本計画

地域福祉計画改定を踏まえた改定

→概ね10年の計画の、計画期間中での改定

第5期障害福祉計画・第1期障害児福祉計画
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４．計画
けいかく

の対象
たいしょう

 

○ 「障害者
しょうがいしゃ

」とは、障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

法
ほう

に規定
き て い

する障害者
しょうがいしゃ

や、障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

・

児童福祉法
じどうふくしほう

に基
もと

づきサービス給付
きゅうふ

を受
う

ける障害者
しょうがいしゃ

を示
しめ

しています。共生
きょうせい

社会
しゃかい

の

実現
じつげん

のためには、障害
しょうがい

の有無
う む

にかからず、広
ひろ

く住民
じゅうみん

の理解
り か い

と協 力
きょうりょく

が必要
ひつよう

であ

るため、本計画
ほんけいかく

は、すべての住民
じゅうみん

を対象
たいしょう

とします。 

○ 「障害
しょうがい

のある人
ひと

」の表現
ひょうげん

は、法律
ほうりつ

にいう「障害者
しょうがいしゃ

」と同義
ど う ぎ

です。法律
ほうりつ

・制度等
せいどとう

の

固有名詞
こ ゆ う め い し

で「障害者
しょうがいしゃ

」という表記
ひょうき

が使用
し よ う

されているものを除
のぞ

いて、この計画
けいかく

では

「障害
しょうがい

のある人
ひと

」という表記
ひょうき

で統一
とういつ

しています。 

 

なお、法律上
ほうりつじょう

の障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

は、以下
い か

のとおりです。 

 

【障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

における定義
て い ぎ

】 

第
だい

２条
じょう

において、障害者
しょうがいしゃ

を次
つぎ

のとおり定義
て い ぎ

しています。 

○ 「身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
き の う

の

障害
しょうがい

がある者
もの

であって、障害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常生活
にちじょうせいかつ

または

社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にある者
もの

をいう。」 

 

【障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

における定義
て い ぎ

】 

第
だい

４条
じょう

において、障害者
しょうがいしゃ

・障害児
しょうがいじ

を次
つぎ

のとおり定義
て い ぎ

しています。 

○ 「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

第
だい

４条
じょう

に規定
き て い

する身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

」 

○ 「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

にいう知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

のうち１８歳以上
さいいじょう

である者
もの

」 

○ 「精神
せいしん

保健
ほ け ん

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

第
だい

５ 条
じょう

に規定
き て い

する精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

（発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

第
だい

２ 条
じょう

第
だい

２項
こう

に規定
き て い

する発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

を含
ふく

み、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

にいう知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

を除
のぞ

く）のうち１８歳
さい

以上
いじょう

である者
もの

」 

○ 「治療方法
ちりょうほうほう

が確立
かくりつ

していない疾病
しっぺい

その他
た

の特殊
とくしゅ

の疾病
しっぺい

であって政令
せいれい

で定
さだ

めるもの

による障害
しょうがい

の程度
て い ど

が厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める程度
て い ど

である者
もの

であって１８歳
さい

以上
いじょう

で

ある者
もの

」 

○ 「児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

第
だい

４条
じょう

第
だい

２項
こう

に規定
き て い

する障害児
しょうがいじ

」（満
まん

１８歳
さい

に満
み

たない者
もの

を指
さ

す） 
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